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感神経幹遮断術の手技時間を特定し，各イベント前後の血管剛性“K”および PPG と LDF 測
定値を算出したのち，前後比として指数化し，統計解析した。 
執刀に対する交感神経活動の増加および交感神経遮断に対する交感神経活動の減少の両
方において，血管剛性“K”は PPGおよび LDFよりも有意に大きな変化を示した。 







たらす。この研究では血管剛性“K”の変化と PPG および LDF の変化には有意に大きな差を
認めた。この原因としては，交感神経幹遮断に伴う胸膜への侵害刺激が減少した結果とし
て全身血圧が下がっており，これが執刀時と同様に PPG や LDF の変化を鈍化させていた
が，血管剛性”K”は全身血圧の変化の影響を受けにくかったため，両者の差をもたらした
と考えた。これらの結果より，血流量ではなく末梢の交感神経活動の変化による血管壁の
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１ 対象患者の手術の成否を決める cut off値 
２ このモニタの意義とその有用性 
３ 左右の交感神経遮断の全身への影響 
４ 計測した各循環モニタの臨床的優位性 
５ モニタ表示と手術に係わる予後 
 
これらに対して極めて適切な解答をなし，本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関係事
項に関する本人の学識について試験した結果，全員一致していずれも学位を授与するに必要な
学識を有するものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
